
（1）　第４２０号

令和２年８月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４２０

第
44
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭 

美
術・工
芸
部
門

第
44
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭 

美
術・工
芸
部
門

時　

７
月
31
日
〜
10
月
31
日　
　
　
　
　

於

「
2020
こ
う
ち
総
文
」
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

　

本
年
度
の
全
国
大
会

は
高
知
県
に
て
行
わ
れ

る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ

上
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

本
校
か
ら
は
、
映
像

メ
デ
ィ
ア
部
門
に
飯
塚

由
宇（
3-6
大社
）
の
「
日
本
の

ス
タ
イ
ル
」、
平
面
絵
画
部
門
に
佐
藤
至
将

（
2-6
松四
）の
「
黎
明
か
ら
の
表
現
」
を
出
品
し

た
。
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
約
400
点
の
作
品
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
も
の
が

多
く
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
本
校
の

２
作
品
は
美
術
の
基
本
を
し
っ
か
り
と
学
ん

だ
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
優
秀
な
作
品
で
あ
り
、

全
体
の
中
で
も
見
劣
り
し
な
い
作
品
だ
っ
た
。

ま
た
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
会
も
あ
り
、
全
国
の
作
品

の
多
様
さ
と
発
想
の
豊
か
さ
に
参
加
生
徒
は

驚
い
て
い
た
。

　

実
際
の
作
品
鑑
賞
や
、
他
県
の
出
品
者
と

の
交
流
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

県
代
表
と
し
て
の
作
品
発
表
の
場
が
与
え
ら

れ
た
こ
と
は
、
大
会
運
営
に
携
わ
ら
れ
た
多

く
の
方
の
ご
尽
力
の
お
蔭
と
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
夏
休
み
学
習
応
援
教
室
」
開
催

「
夏
休
み
学
習
応
援
教
室
」
開
催

　

８
月
６
・
７
日
の

二
日
間
、
学
習
応
援

教
室
を
開
催
し
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
土
器
作

り
、
読
書
感
想
文
、

ミ
ニ
水
族
館
作
り
、

楽
器
作
り
、
消
し
ゴ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、
世
の

中
の
仕
組
み
や
生
活
が
一
変
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
加
え
て
、
先
行
き
の
見
え
な
い
不
安

感
が
一
層
、
私
達
を
疲ひ

へ
い弊
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
予
測
不
能
な
時
代
の
こ
と
を

「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」
の
時
代
と
称
さ
れ
る
そ
う
で

す
。「V

olatility

（
激
動
）」「U

ncertainty

（
不
確
実
性
）」「Com

plexity

（
複
雑
性
）」

「A
m
biguity

（
不
透
明
性
）」の
頭
文
字
を
つ

な
げ
た
言
葉
で
す
。
近
年
で
は
二
〇
一
六
年

に
開
催
さ
れ
た
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ

ボ
ス
会
議
）
に
お
い
て
、
経
済
の
動
き
や
企

業
の
不
安
定
性
な
ど
、
世
界
の
現
状
を
表
す

言
葉
と
し
て
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

　

市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
日
本
の

大
企
業
の
海
外
企
業
へ
の
買
収
、
Ｉ
Ｔ
技
術

の
進
歩
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
変へ

ん
せ
ん遷
な
ど
、
市
場

ニ
ー
ズ
の
急
激
な
変
化
に
伴
う
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
の
誕
生
と
、
早
い
サ
イ
ク
ル
の
衰
退
。

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
な
ど
、
世
界
で
起
こ
る
政
治
的
な
出

来
事
。
東
日
本
大
震
災
や
異
常
気
象
な
ど
に

よ
る
想
定
外
の
災
害
な
ど
、
ま
さ
に
予
測
不

能
な
時
代
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
し
て
今
後
も
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
は
続
く
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
測
不
能
な
時
代
に

予
測
不
能
な
時
代
に中

学
教
頭

中
学
教
頭

菅
田
　
修
司

菅
田
　
修
司

ム
は
ん
こ
作
り
と

い
っ
た
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、市
内
の
小

学
生
に
た
く
さ
ん

参
加
し
て
い
た
だ

い
た
。縄
文
式
土
器

も
ど
き
の
作
品
を

作
っ
た
人
、め
だ
か

や
ど
じ
ょ
う
、え
び

な
ど
を
入
れ
オ
リ

ジ
ナ
ル
水
槽
を
作
っ
た
人
、
木
材
を
利
用
し

て
木
琴
作
り
を
し
、
叩
い
て
音
を
出
し
て
い

た
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
た
。
両
日
と
も
賑
や
か
な
一
日
と
な
っ
た
。

校
舎
内
環
境
整
備

校
舎
内
環
境
整
備

創
立
110
周
年
継
続
事
業
実
施
！

　

本
年
８
月
に
水
谷
学
園
創
立
110
周
年
の
継

続
事
業
と
し
て
更
な
る
教
育
環
境
整
備
を
目

的
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

《
環
境
整
備
事
業
概
要
》

①
普
通
教
室
鍵
付　
　

②
高
校
北
側
外
柵

　

ロ
ッ
カ
ー
設
置　
　
　

取
替（
全
長
200
ｍ
）

③
高
校
昇
降
口
床
修
繕

④
高
校
体
育
館
渡
り
廊
下
修
繕

⑤
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
場
照
明
増
設

⑥
そ
の
他
修
繕（
５
ヶ
所
）

《
事
業
費
》
約
１
、８
６
０
万
円

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
述
し
た
不
安
感
や
疲

弊
感
に
と
ら
わ
れ
た
ま
ま
の
受
身
的
な
生
活

を
続
け
る
こ
と
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

　

で
は
、
私
達
は
こ
の
状
況
に
一
個
人
と
し

て
、
ま
た
組
織
と
し
て
ど
う
向
き
合
っ
て
い

け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

予
測
不
能
に
変
化
す
る
状
況
で
は
、
常
に

新
し
い
事
象
が
起
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

関
す
る
デ
ー
タ
が
少
な
く
見
通
し
が
持
ち
に

く
い
と
こ
ろ
に
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
根
拠
や
検
証
の
な
い
ま
ま
試し

こ
う
さ
く
ご

行
錯
誤
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
不
安
に
苛さ

い
な
ま
れ

る
。
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
か
ら
閉へ

い
そ
く
か
ん

塞
感
に
追
い
込

ま
れ
な
い
た
め
に
必
要
な
の
は
、
誰
か
と
繋

が
り
を
持
つ
こ
と
、
支
援
し
あ
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
予
期
せ
ぬ
変

化
を
分
析
し
、
柔じ

ゅ
う
な
ん軟
に
対
応
で
き
る
対
応
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
自
己
研け

ん
さ
ん鑽
を
怠
ら
な

い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

予
測
不
能
な
時
代
に
対
応
で
き
る
力
は
日

々
の
生
活
の
中
で
し
か
培
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
現
実
に
向
き
あ
い
、
決
し
て
悲
観
的

に
な
ら
ず
、
周
囲
と
の
繋
が
り
を
意
識
す
る

と
共
に
自
ら
を
律
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
柔

軟
で
剛
い
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

オリジナル土器作りの様子

木琴作りの様子



第４２０号　（2）

第
47
回
島
根
県
高
等
学
校
一
年
生
卓
球
大
会

時　

８
月
23
日　
　
　

於　

大
田
総
合
体
育
館

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優　

勝　

杉
浦
大
和（
1-1 

北陵
）

２　

位　

山
本
淳
史（
1-3 

穴生
）

○

大
会
総
評

　

半
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
大
会
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
大
会
序
盤
は
硬
さ
が
見
ら
れ
た
が
、
徐
々
に

実
力
を
発
揮
し
、
上
位
を
独
占
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
大
会
で
明
確
に
な
っ
た
課
題
を
今
後
の
練

習
で
克
服
し
て
い
き
た
い
。 （
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

陸
上
競
技
部

島
根
陸
協
記
録
会時　

８
月
１
日　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
陸
上
競
技
場

小
片
祐
希（
2-3 

平田
）
100ｍ
・
200
ｍ

水　

歩
夢（
2-1 

平田
）
1500
ｍ

柳
谷
伶
映（
2-2 

東出雲
）
三
段
跳

永
岡
歩
望（
2-4 

北陵
）
200ｍ
・
400
ｍ

永
岡
茉
尋（
2-3 

河南
）
100ｍ
・
200
ｍ 

自
己
記
録
更
新

小
瀧
愛
結
美（
2-5 

北陵
）
1500
ｍ 

自
己
記
録
更
新

○

大
会
総
評

　

７
月
の
島
根
選
手
権
に
続
き
２
回
目
の
競
技
会

に
参
加
し
た
。
今
回
も
冬
季
練
習
の
成
果
を
発
揮

す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
無
観
客
で
応
援
の
制
限

な
ど
も
あ
り
賑
や
か
さ
を
欠
い
た
が
、
中
学
生
、一般

を
交
え
て
参
加
人
数
は
多
か
っ
た
。
次
回
は
９
月
に

行
わ
れ
る
島
根
県
高
校
新
人
陸
上
大
会
。
出
場
種

目
全
て
に
お
い
て
、
予
選
突
破
、
自
己
記
録
更
新
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

テ

ニ

ス

部

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
島
根
県
高
校
生
大
会

時　

８
月
１
・
２
日　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

石
川
泰
丞（
1-2 

北陵
）

ベ
ス
ト
16　

橋
本
脩
平（
2-1 

河南
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
２
回
戦
敗
退

○

大
会
総
評

　

３
年
生
が
一
部
出
場
し
た
が
、
ほ
ぼ
新
人
戦
の

前
哨
戦
と
な
っ
た
県
大
会
で
結
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
だ
足
り
な
い
部
分
も
あ
り
、
更
に
練

習
を
重
ね
テ
ニ
ス
を
進
化
さ
せ
た
い
。

県
新
人
大
会
出
雲
地
区
予
選
時　

８
月
22
・
23
日

於　

浜
山
公
園　
　

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

１
位　

橋
本
脩
平（
2-1 

河南
）・
石
川
泰
丞（
1-2 

北陵
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
位　

石
川
泰
丞　

４
位　

橋
本
脩
平

〈
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

４
位　

日
野
坪
明
希（
1-2 

出一
）・
貴
志
華
凜（
1-2 

出三
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

４
位　

日
野
坪
明
希

○

大
会
総
評

　

今
大
会
に
向
け
夏
休
み
に
練
習
を
頑
張
っ
て
き

た
成
果
が
現
れ
た
。
今
後
は
今
一
度
、
基
礎
基
本

に
返
っ
て
テ
ニ
ス
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
、
一
ヵ

月
後
の
県
大
会
に
臨
み
た
い
。

 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

野　

球　

部

出
雲
地
区
リ
ー
グ
戦

時　

８
月
22
日

於　

平
田
球
場

Ｂ
リ
ー
グ
（
本
校
・
出
雲
農
林
・
平
田
・
大
社
）

一
戦
目　

本
校　

16

－
６　

出
雲
農
林

　
　
　
　
　
（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

二
戦
目　

本
校　

０
－

10　

大 

社

　
　
　
　
　
（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

　

Ｂ
リ
ー
グ
２
位
通
過時　

８
月
23
日　
　
　
　
　

於　

出
雲
商
業
グ
ラ
ウ
ン
ド

２
位
・
３
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
戦
目　

本
校　

８

－

14　

出
雲
商
業

○

大
会
総
評

　

今
回
の
リ
ー
グ
戦
は
、
守
備
力
に
課
題
が
残
る

結
果
と
な
っ
た
。
秋
季
大
会
に
向
け
て
一
つ
ず
つ

課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
。
二
日
目
は
、
３

回
途
中
に
雷
雨
に
よ
る
中
断
が
あ
り
、
自
分
達
の

ペ
ー
ス
を
乱
す
場
面
が
見
ら
れ
た
。
今
回
の
経
験

を
秋
季
大
会
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　

保
護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
当
日
は
暑
い
中
ご

声
援
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
部
長　

陶
山
浩
史
）

写　

真　

部

第
27
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会
「
写
真
甲
子
園

2020
」

初
戦
突
破
！
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
進
出
！

　

令
和
２
年
８
月
21
日
、「
写
真
甲
子
園
2020
」
初
戦

審
査
会
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
本
校
写
真
部
が
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
会（
代
表
校
決
定
戦
）に
進
む
こ

と
が
決
定
し
た
。
選
手
は
⻆
田
翔
大（
3-1 

斐西
）、
荒

木
孝
太（
2-2 

出三
）、
福
島
康
太（
2-3 

斐西
）
の
３
人
で
あ

る
。
例
年
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
共
に
活
動
す
る
こ

と
が
難
し
い
中
で
、
部
長
の
⻆
田
を
中
心
に
本
当

に
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
う
。
こ
の
経
験
は
こ
れ
か

ら
の
人
生
で
必
ず
役
に
立
つ
と
固
く
信
じ
て
い
る
。

 

（
顧
問　

村
上　

学
）

吹

奏

楽

部

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
い
ず
も

時　

８
月
９
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館
だ
ん
だ
ん
ホ
ー
ル

【
演
奏
曲
目
】

キ
ャ
ッ
ツ
（A

.L
.

ウ
ェ
ッ
バ
ー
）

男
の
勲
章
（Johnny

）

I w
a
nt you ba

ck

（B
.G
ordy/A

.M
izell/F

.P
erren/

D
.R
icha
eds

）

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
代
替
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、

島
根
県
吹
奏
楽
連
盟
出
雲
支
部
の
主
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
、
出
雲
地
区
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
の
計
23
校
が
出
演
し
た
。

　

本
校
吹
奏
楽
部
は
、
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
を
行
い
、

全
部
員
で
出
場
し
た
。
例
年
に
比
べ
練
習
時
間
も

短
い
中
、
生
徒
達
は
本
番
当
日
ま
で
努
力
を
重
ね
、

本
番
で
は
北
陵
高
校
ら
し
い
演
奏
演
技
で
会
場
を

魅
了
し
た
。

　

こ
の
本
番
が
で
き
た
の
も
、
保
護
者
の
皆
様
を

は
じ
め
、
演
奏
会
を
企
画
し
て
い
た
だ
い
た
先
生

方
、
ホ
ー
ル
関
係
者
の
方
々
な
ど
多
く
の
皆
様
の

お
蔭
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
、
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
後
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
バ
ン
ド
を
目
指
し
て
、
日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
。 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

時　

８
月
22
･
30
日

於　

本
校　
　
　
　

　

こ
の
度
、中
学
生
を
対
象

に
「
部
活
動
体
験
」
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、県
内
外
か
ら

芸
術
関
係
に
65
名
、運
動
関

係
に
41
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。こ
の
う
ち
来
年
度
か
ら

新
設
さ
れ
る
女
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
の
体
験
で
は
、
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
が
、
は

つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
披

露
し
て
く
れ
た
。
ま
た
吹
奏

楽
で
は
マ
ー
チ
ン
グ
の
基
本

的
な
動
き
を
本
校
部
員
達
が

リ
ー
ド
し
、
楽
し
い
体
験
と

な
っ
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

2020
出
雲
市
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

時　

８
月
１
日　
　
　
　

於　

平
田
中
学
校
体
育
館

斐
川
第
一
体
育
館　

【
男
子
】

①
本
校　

16

－

25 

斐
川
西

②
本
校　

31

－

29 

平　

田

③
本
校　

28

－

29 

出
雲
二

④
本
校　

20

－

43 

出
雲
三

○

大
会
総
評

　

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
一
生

懸
命
戦
う
こ
と
が
で
き
た
。
ご

声
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

【
女
子
】

①
本
校　

39

－

12　

浜　

山

②
本
校　

22

－

38　

斐
川
西

③
本
校　

33

－

18　

出
雲
二

④
本
校　

42

－

15　

向　

陽

○

大
会
総
評

　

市
総
体
や
県
総
体
が
中
止
に
な
り
、
３
年
生
に

と
っ
て
最
後
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。
本
校
ら
し
い
ひ

た
む
き
な
プ
レ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
、
ハ
ー
フ
ゲ
ー
ム

で
あ
っ
た
が
と
て
も
い
い
試
合
で
あ
っ
た
。
３
年
生
２

名
は
最
後
ま
で
北
陵
ら
し
く
プ
レ
ー
を
し
た
。
後
輩

に
は
ぜ
ひ
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
。
当
日
は
３
年

生
の
保
護
者
の
皆
様
か
ら
ご
声
援
い
た
だ
き
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

野　

球　

部

出
雲
市
野
球
交
流
大
会

時　

８
月
１
・
２
、
８
・
９
日

於　

浜
山
球
場　
　
　
　
　
　

①
本
校　

１

－

１　

斐
川
西

②
本
校　

１

－

０　

出
雲
一

③
本
校　

２

－

４　

出
雲
三

④
本
校　

０

－

２　

多　

伎

　
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
度
公
式
試
合
が
中
止
に
な
っ
た

影
響
で
３
年
生
の
た
め
の
交
流
試
合
が
行
な
わ
れ
た
。

ど
の
試
合
も
接
戦
と
な
り
好
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

 

（
顧
問　

手
錢
修
司
）

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
出
雲
市
予
選

時　

８
月
15
日

於　

斐
川
球
場

一
回
戦　

本
校　

３

－

４　

平　

田

優勝した杉浦選手

卓　

球　

部

女子ソフトテニス部の体験

吹奏楽部の体験

新
企
画『
部
活
動
体
験
』

新
企
画『
部
活
動
体
験
』

中
学
校



（3）　第４２０号

●

コ
ー
ス
紹
介
ペ
ー
ジ

　

特
別
進
学
／
普
通
／
音
楽
／
美
術
・
Ｃ

Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
各
主
任
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
動
画
を
掲

載
し
ま
し
た
。

●

施
設
紹
介
ペ
ー
ジ

　

校
舎
内
に
あ
る
各
施
設
を
、
360°
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
た
写
真
を
新
た
に
追
加
し
ま
し

た
。
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
変
更

　

９
月
１
日
以
降
、
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
す
。

〈
新
ア
ド
レ
ス
〉

https://izum
ohokuryo-h.ed.jp/

2020年　　オープンキャンパス 日
程第１回 9/26土

＊筆記用具、上履き、下足用袋、飲み物、弁当（必要な人）を持参してください。
＊当日はランチルームの大サービス！(営業時間10:30～13:30）（カレーライス ￥100、ラーメン ￥100、うどん ￥100など）

オープニングイベント（９：００～９：２０）　北陵高校ってどんな学校？【場所：体育館】

高等学校（❶９：40～10：20、❷10：40～ 11：20）＊次の教科から２つまで選んで体験できます。次の教科から２つまで選んで体験できます。
教　科　名 テ　ー　マ 内　　容
国　語 漢文に親しもう 漢文の基礎を分かりやすく指導します。
英　語 高校英文法に挑戦 ３つの完了形（現在・過去・未来）に取り組み、基本事項を確認します。
数　学 数学にチャレンジ 数学Ｂの基礎的内容を勉強します。

理科（生物） 高校生物を体験しよう 遺伝子のモデル実験を通して、高校生物の内容に触れます。
社会（地理 /歴史） 社会科って面白い！ 故郷の地理・歴史を通して、社会科の楽しさを再確認します。
保健体育（保健） 運動と健康 運動するとなぜ健康になるのかを勉強します。
商業（情報処理） タイピング体験・エクセル操作 ワード・エクセルの基本的な操作を勉強します (定員35名）。
家庭科（保育） 幼児のおもちゃを作ろう  簡単なおもちゃを製作します。
看　護 看護について学ぼう  『包帯法』について勉強します（定員30名）。

高等学校（部活動体験・見学）＊下記実施時間は予定ですので、時間の変更、あるいは当日試合等でなくなる場合もあります。
部　活　動　名 実施時間 場　　所 備　　考

中高女子バスケットボール部 12:30~14:30 体育館 体験可
男子バスケットボール部 14:30~16:30 体育館 体験可
中高サッカー部 12:30~15:00 第１グラウンド 体験可
中高テニス部（男女） 12:30~15:00 テニスコート 体験可
男子ソフトテニス部 12:30~15:00 ソフトテニスコート 体験可

１回目のみの実施です。女子ソフトテニス部 ※来年度新設 12:30~15:00 ソフトテニスコート
硬式野球部 12:30~15:00 第１グラウンド 体験可
中高陸上競技部 12:30~15:00 第２グラウンド 見学のみ
中高なぎなた部 12:30~15:00 黎明館１F 見学のみ
卓球部 12:30~15:00 黎明館２F 見学のみ
中高ダンス同好会 12:30~15:00 北陵ホール 体験可
写真部 12:30~14:00 Ｓ４ 体験可

その他の行事
行　事　名 実施時間 場　　所 備　　考

第20回いずもアートコンクール 12:30~16:00 美術棟 別途実施要項あり。
１回目（9月26日）のみの開催です。第18回中学生ワープロコンテスト 13:00~14:40 マルチメディアルーム

吹奏楽部体験入部 12:30~15:00 黎明ホール
合唱部体験入部 12:30~15:00 音楽室
入学相談 19:00~14:00 図書室 事前申し込みは必要ありません。保護者の方もＯＫです。

行　事　名 実施時間 対　　象 定　　員 持ち物 事前申込
タブレットアプリを体験しよう 10:00~12:00 ５・６年 15名 必要
Let’s study English 10:00~11:00 ５・６年 15名 必要
プログラミングを体験しよう 13:00~15:00 ５・６年 15名 必要
バームクーヘンを作ろう 13:00~15:00 ４～６年 15名 エプロン・タオル 必要
入学相談 19:00~16:00 ４～６年と保護者の方 不要

中学校

部　活　動　名 実施時間 場　　所 対　　象 事前申込
中学男子バスケットボール部 10:00~12:00 体育館

５・６年生 不要

中高女子バスケットボール部 12:30~14:30 体育館
中学野球部 19:00~12:00 第１グラウンド
中高サッカー部 12:30~15:00 第１グラウンド
中高陸上競技部（見学のみ） 12:30~15:00 第２グラウンド
中高テニス部 12:30~15:00 高校テニス場
中高なぎなた部（見学のみ） 12:30~15:00 黎明館１階
中学卓球部 19:00~12:00 黎明館２階
中高ダンス同好会 12:30~15:00 中高棟ホール

中学校（部活動体験・見学）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
!!

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
!!



第４２０号　（4）
　

今
回
は
臨
時
休
校
中
に
生
徒
が
執
筆
し

た
読
書
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

『
ピ
ン
ク
と
グ
レ
ー
』（
加
藤
シ
ゲ
ア
キ
著
）

 

𦚰
坂　

ひ
な（
3-5 

出三
）

　

私
が
こ
の
小
説
を
読
も
う
と
思
っ
た
き

っ
か
け
は
、
面
白
そ
う
と
思
っ
た
の
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
単
純
に
加
藤
シ
ゲ
ア
キ
と

い
う
人
間
そ
の
も
の
が
好
き
だ
か
ら
で
あ

る
。
で
も
こ
の
小
説
を
読
み
進
め
て
い
く

う
ち
、
著
者
に
惹
か
れ
て
読
ん
で
み
た
い

と
思
っ
た
こ
と
な
ど
さ
っ
ぱ
り
忘
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
に
、
私
は
こ
の
作
品
に
夢
中
に

な
っ
て
い
た
。

　

大
阪
か
ら
横
浜
に
引
っ
越
し
て
き
た
当

時
、
小
学
生
だ
っ
た
主
人
公
の
河
田
大
貴

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
同
い
年
の
鈴
木
真
吾

と
出
会
う
。
二
人
は
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
、

親
友
と
呼
べ
る
仲
に
な
る
ま
で
に
あ
ま
り

時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
二
人

が
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
一
八
○
度

違
う
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。
出
会

っ
た
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、
出
会
う
べ

く
し
て
出
会
っ
た
と
い
う
表
現
が
正
し
い

の
か
も
し
れ
な
い
。い
や
、出
会
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
表
現
の
方
が
正
し
い
の
だ
ろ

う
か
。
最
後
ま
で
読
ん
だ
私
で
す
ら
、
い

ま
だ
に
二
人
に
と
っ
て
何
が
幸
せ
な
の
か

と
い
う
こ
と
が
全
く
分
か
ら
な
い
の
だ
。

　

そ
ん
な
二
人
は
高
校
生
に
な
り
、
文
化

祭
で
バ
ン
ド
を
結
成
し
て
歌
う
な
ど
青
春

を
謳
歌
し
て
い
た
。
そ
ん
な
二
人
に
転
機

が
訪
れ
た
の
は
二
人
が
高
校
二
年
生
の
時

だ
っ
た
。
雑
誌
編
集
者
の
赤
城
に
突
然
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
、
読
者
モ
デ
ル
に
な
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
二
人
は
、
芸
能
界
に

作
品
と
研
究

足
を
踏
み
入
れ
て
い
く
。
二
人
は
エ
キ
ス

ト
ラ
の
仕
事
を
受
け
て
い
た
の
だ
が
、
真

吾
は
「
白
木
真
吾
」
と
い
う
芸
名
で
瞬
く

間
に
ブ
レ
イ
ク
し
、
主
演
俳
優
と
し
て
活

躍
す
る
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方

の
大
貴
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
小
さ

い
仕
事
を
続
け
て
い
る
無
名
の
俳
優
の
ま

ま
だ
っ
た
。
こ
の
時
大
貴
は
、
親
友
に
対

し
て
嫉
妬
を
抱
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
私

は
こ
の
時
の
大
貴
の
気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど

分
か
る
。
何
故
な
ら
私
も
同
じ
よ
う
な
体

験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。
私
の
友

達
は
、
私
と
同
じ
練
習
量
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
私
よ
り
も
何
倍
も
す
ご
い
結
果
を
出

し
て
い
く
。
そ
れ
な
の
に
私
は
、
い
く
ら

練
習
し
て
も
上
手
く
な
ら
な
い
。
自
分
一

人
だ
け
な
ら
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
友
達
と
い
う
存
在
が
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
と
友
達
を
自
然
と
比
べ
て
し
ま

う
の
だ
。
そ
し
て
周
り
か
ら
も
比
べ
ら
れ

て
し
ま
う
の
だ
。
私
は
友
達
の
前
で
は
気

に
し
て
い
な
い
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い

た
が
、
本
音
を
言
え
ば
涙
が
出
る
ほ
ど
悔

し
か
っ
た
し
、
嫉
妬
も
し
た
。
そ
し
て
大

き
な
劣
等
感
を
感
じ
た
。

　

二
人
の
間
に
は
大
き
な
軋あ

つ
れ
き轢
が
生
ま
れ
、

少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
た
穴
は
大
き
く
な

り
、
二
人
は
完
全
に
決
別
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
五
年
が
経
ち
、
二
人
は
高
校

の
同
窓
会
で
突
然
出
会
っ
た
。
そ
の
後
二

人
き
り
の
飲
み
会
で
言
葉
を
交
わ
す
う
ち

に
、
大
貴
と
真
吾
は
以
前
の
よ
う
な
関
係

に
戻
っ
て
い
く
。
次
の
日
も
飲
む
約
束
を

し
、
大
貴
は
約
束
ど
お
り
真
吾
の
マ
ン
シ

ョ
ン
を
訪
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
目
に
し

た
も
の
は
…
首
を
吊
っ
て
息
絶
え
て
い
る

真
吾
の
姿
だ
っ
た
の
だ
。

　

私
は
し
ば
ら
く
状
況
が
う
ま
く
飲
み
込

め
ず
、
何
度
も
何
度
も
そ
の
一
文
を
繰
り

返
し
見
た
の
だ
が
、
そ
の
一
文
は
、
た

だ
無
機
質
に
死
を
暗
示
す
る
の
み
だ
っ

た
。
私
は
、
お
も
む
ろ
に
前
の
場
面
を
読

み
返
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
、

「
変
わ
っ
た
な
、
真
吾
。」「
変
わ
ら
な
い

ね
、
大
貴
。」
と
、
二
人
で
お
酒
を
飲
む
シ

ー
ン
だ
っ
た
。
華
々
し
く
活
躍
し
て
い
る

真
吾
だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
プ
ラ
イ
ド
を

捨
て
、
自
分
を
捨
て
、
本
名
で
あ
る
「
鈴

木
真
吾
」
と
い
う
名
前
を
捨
て
、
彼
の
芸

名
で
あ
る
「
白
木
蓮
吾
」
と
い
う
全
く
別

の
人
物
を
演
じ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
だ
。

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
き
た

大
貴
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な
大
貴
が
、
真
吾

は
羨
ま
し
く
て
羨
ま
し
く
て
仕
方
な
か
っ

た
の
だ
。
大
貴
が
一
人
だ
け
有
名
に
な
っ

て
い
く
真
吾
に
大
き
な
嫉
妬
を
抱
い
て
い

た
よ
う
に
、
あ
り
の
ま
ま
に
強
く
生
き
て

い
る
大
貴
の
姿
を
見
て
、
真
吾
も
大
貴
に

対
し
て
大
き
な
嫉
妬
を
抱
い
て
い
た
の
だ
。

人
と
は
、
な
い
も
の
ね
だ
り
な
も
の
だ
と

は
言
う
が
、
本
当
に
そ
う
だ
な
と
感
じ
た
。

お
互
い
が
お
互
い
に
焦
が
れ
て
い
た
の
だ
。

　

真
吾
が
死
ん
だ
後
、
大
貴
は
「
白
木
蓮

吾
」の
親
友
と
し
て
ブ
レ
イ
ク
し
た
。大
貴

は
真
吾
に
つ
い
て
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

小
説
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
年
後

そ
の
小
説
の
映
画
化
が
決
ま
っ
た
。
大
貴

は
、
脚
本
の
執
筆
と
「
白
木
蓮
吾
」
役
の

主
演
俳
優
を
請
け
負
っ
た
。
大
貴
は
、
真

吾
の
人
生
を
追
体
験
す
る
中
で
、
真
吾
の

抱
え
て
い
た
本
心
や
苦
悩
を
理
解
し
て
い

く
の
だ
。
大
貴
は
有
名
に
な
っ
て
初
め
て
、

真
吾
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た
の
だ
。
こ
の

時
に
、
状
況
は
違
う
が
、
誰
か
と
す
れ
違

っ
た
り
対
立
し
た
り
意
見
が
分
か
れ
た
り
、

思
う
よ
う
に
い
か
な
く
な
っ
た
り
し
た
時

は
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
相
手
の
目

線
で
ま
ず
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
事

な
の
だ
と
学
ん
だ
。

　

そ
し
て
物
語
の
ラ
ス
ト
。
大
貴
は
「
白

木
蓮
吾
」
と
し
て
、
真
吾
と
同
じ
よ
う
に

首
を
吊
る
。
大
貴
は
首
に
縄
を
か
け
て
い

る
時
に
頭
の
中
で
幻
想
を
見
た
。
彼
は
そ

の
時
の
こ
と
を
「
楽
園
」
と
評
し
て
い
る

の
だ
。

　

私
は
鳥
肌
が
立
っ
た
。
死
の
前
に
あ
る

も
の
が
楽
園
だ
な
ん
て
、
私
に
は
理
解
が

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
親

友
で
あ
る
二
人
に
し
か
理
解
で
き
な
い
世

界
な
の
だ
か
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
も

考
え
た
。
第
三
者
で
あ
る
私
に
理
解
す
る

の
は
不
可
能
に
近
い
の
だ
。
そ
し
て
、
最

後
の
首
吊
り
の
シ
ー
ン
は
、
演
技
と
し
て

首
吊
り
を
し
て
お
り
、
大
貴
は
生
き
て
い

る
の
か
、
そ
れ
と
も
真
吾
と
同
様
に
本
当

に
絶
命
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
る
で
羅
生
門
の
ラ
ス
ト
の
よ

う
に
読
者
に
結
末
を
委
ね
て
い
る
と
こ
ろ

が
ま
た
面
白
い
と
感
じ
た
。
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